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子どもたちの学びを取り巻く環境は、静かに、しかし確実に変わりつつあり
ます。これからは、プログラムを書く、言われた通りにシステムを作ると
いった「作業としてのITに携わる仕事」は減少していくと言われています。
まず、ここで整理しておきたいのが、ITとAIの違いです。ITとは、情報を扱
うための技術全体のこと。AIは、そのITの中で、人の判断や作業を助ける仕
組みの一つです。AIの進化によって、これまで人が担ってきた作業の一部は
自動化されていきます。しかし、ITそのものが不要になるわけではなく、医
療・教育・介護・金融・暮らしなど、あらゆる分野にさらに深く溶け込み、
社会を支えます。
これからの時代に求められるのは、「AIを使える人」や「ITに強い人」で

はなく、ITやAIをどう活用し、何を解決したいのかを考え、それを形にでき
る人です。ITやAIを社会や暮らしの中で活かしていける力が、今後、ますま
す重要視されるでしょう。

― 今、これを考えてみませんか―

【正解を覚える学びから、考える学びへ】

＜親世代：暗記中心＞
•知識を正確に覚える
•正解はひとつだけ
•早く答えを出すことが重要

＜子世代：思考中心＞
•「どう考えたか」を説明する
•納得できる答えを自分で作る
•AIにはできない判断力

『解答できる子』ではなく、『問いに回答できる子』を育てる

AI時代、求められる力は、暗記から思考へと大きくシフト
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親世代が考えておきたい「お金との向き合い方」についてお伝えします

YouTubeハセプロTVもぜひご覧ください。
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